
○ 本地域は、福井県小浜市の東端に位置し、平成９年から大区画化圃場整備を行い、農地の利用
集積を進め、４つの生産組織を中心に営農を展開。

○ 農業者の高齢化等により、水路等の維持管理の負担増加などから、生産組織の規模拡大が困
難な状況であった。このため、地域の共同活動で水路等の維持管理を行う体制を整備。

○ これにより、生産組織の水路等の維持管理に係る作業時間が年間約27時間/ha軽減。景観作物
として栽培したひまわりを緑肥化し、特別栽培米の生産なども開始。

○ 平成27年度からは、４つの生産組織が合併し、株式会社化。特別栽培米の規模拡大や小学校、
農家レストランとの契約販売、園芸作物の導入など、多角的経営を展開している。

（一社）宮川グリーンネットワーク（福井県小浜市）

地域の営農状況 取組内容 取組の効果

【地区概要】
・取組面積 194ha （田194ha）

・資源量
開水路 35.6km、管水路 23.6km
農道 38.1km、ため池 7箇所

・主な構成員
農業者、町内会、生産組織、
青年会、小学校ＰＴＡ、土地改良区

・交付金 約17百万円（H29）

○ 大区画化圃場整備により、汎用化、

担い手へ農地利用集積を実施。直播
栽培や大型機械の導入で低コスト農
業を促進。

○ 一方、高齢化等により農業者が減

少し、水路、農道等の維持管理、鳥
獣害対策等が課題となり、更なる規
模拡大が困難。

○ 担い手の負担軽減のため、水路の泥上
げ・草刈り等の維持管理を非農業者を含
む地域ぐるみで行う体制を整備。

○ また、農地を保全し、利用集積が可能と
なるよう、鳥獣害対策も地域共同で実施し、
活動を強化。

○ 景観作物として栽培を始めたひまわりを

特別栽培米の緑肥として活用し、農産物
のブランド化を推進。

【生産組織の維持管理負担の軽減】
労働時間：27時間/ha/年
維持管理コスト：２万円/ha/年

【生産組織の農地利用集積】
集積率・集積面積
H18年度：48%・89ha

↓
H28年度：74%・143ha

【特別栽培米の取組拡大等】
・特別栽培米の面積の増加、小学校
農家レストランとの契約販売、トマト等
の園芸作物の導入など、多角的経営
を展開。

ふるさと納税の商品化
獣害柵の補修管理

農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

農家レストランとの契約販売
ひまわり緑肥による特別栽
培米

お ばま しみやがわ

担い手の負担軽減により農地集積が進んだ事例 中間農業地域
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